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▶COVID-19の感染拡大が確認されてから約2年
が経過し，この編集後記を書いている1月上旬に
も，第6波が迫っています。▶今号のNAレポート
は，日本看護管理学会が開催した「新型コロナウイ
ルス感染症対応から学ぶ看護マネジメント研修」
の取材記事です。講演で語られた，組織の意思決
定を担う看護管理者の姿は胸に迫るものがありまし
た。また，東京大学大学院の武村氏が解説した「6
つのポイント」に対し，永寿総合病院の北川看護
部長が「現場で感じていたこと，漠然としていたも
のを形にしてくれた」と述べたのが，実践者と研究
者がそれぞれの立場でできることを行ってきた成果
を共有できたことを実感でき印象的でした。▶編集
室にも，自施設でのコロナ対応の振り返りや，今後
に向けた取り組みが寄せられています。雑誌としてど
のように形に残し，未来の現場に役立つ形で届け
ていけるか問われていると感じています。� （石塚）

▶2022 年1月号からスタートした新巻頭シリーズ
「Share & Dialogue―今こそ対話を」は，毎月
オンラインで読者の皆さまにご参加いただけるイ
ベントを開催し，誌面では当日のエッセンスをお
伝えするという企画です。経営学や教育学など，
看護管理と関連する分野の研究者やスペシャリ
ストに毎月ご登場いただく予定です。2022 年 1
月現在で 4回目までのイベントが決まっておりま
す。毎回，弊誌のSNS（Facebook，twitter）な
どで告知をしてまいります。本ページ右下にSNS
アカウントの IDをご紹介していますので，よろし
ければフォローをお願いいたします。また，この先
生にお話を聞いてみたいというご要望がありまし
たら，ぜひ編集室までメールなどでお知らせくだ
さいませ。皆さまとつくり上げていけますと幸いで
す。� （小齋）

編集後記

特集

特定行為研修修了者の
活動を支える 
マネジメントと仕組みづくり
2014 年に創設された「特定行為に係る看護師の研修制度」については，徐 に々認知度が高
まり修了者も増えつつあります。しかし，修了者が活躍するには，組織での配置などのマネジメン
トが課題として指摘されています。
本特集では，看護管理者に向けて，研修修了者の活躍に必要な看護管理者の役割を明らか
にするとともに，先行施設の実践を共有します。

特定行為研修修了者活用のためのビジョンの構築と看護管理者の役割 
◉酒井郁子／佐伯昌俊／西宮 岳

【Q&A】看護管理者の疑問や困り事に応える◉酒井郁子／佐伯昌俊／西宮 岳
【実践報告】 
特定行為研修修了者の育成・配置・活用における看護管理者の理念と実践
茨城県立中央病院◉角田直枝
横浜市立大学附属総合医療センター◉鈴木美智子
済生会熊本病院◉宮下恵里

【座談会】 
特定行為研修修了者の活動を支える千葉大学医学部附属病院の体制 
◉酒井郁子／伊藤彰一／箭内博子／大島 拓／新井加代子／竹内純子

巻頭シリーズ

Share & Dialogue 
組織が変わる対話の手法 2 on 2◉宇田川元一

Facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

Facebook，twitterやってます！
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